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1 はじめに

主食であるコメは摂取量の多さからミネラルの栄養源

としても重要であり、そのミネラル成分の含量は古くは

久保
Dυ 、堤 "により報告されており、2001年 には古賀

ら りにより詳細に調査された。また、米のミネラル成分

は産地の土壊や灌漑水中の無機成分含量の影響を受ける

と考えられ、竹田ら 'お よび安井ら のが無機成分組成に

よる産地判別の可能性を示唆している。

色素米の色素特性を活かすためには、玄米で利用する

必要がある。そこで、平成 14年度産と 15年度産を対象

として、色素米玄米のミネラル含量の変動を測定した。

2 試験方法

色素米として秋田県産の朝紫、おくのむらさき、紅衣、

茨城県産の関東 198号、関東赤 211号、福岡県産の西海

橘 Z3号、西海観 246号、ベニロマンを供試した。玄米

は実験に供するまで、 5℃にて保管した。

試料の分解に用いた硝酸、過塩素酸(60%)は いずれも

精密分析用 (和光純薬製)を、その後の試料溶液調製用

には精密分析用 35%塩酸 (和光純薬製)を 1%に希釈し

て用いた。希釈には、電気浸透にて脱イオンした逆浸透

水 (ミ リポア製、馴反lo)を さらに活性炭―イオン交換

樹脂に通し、紫外線により有機物分解 (ミ リポア製、

mnh_O gradient A10)し たものを用いた。7元素 (Mg、 K、

G、  Cu、 Fc、  Zn、  P)の測定は誘導結合プラズマ発

光分析装置 (vaHan lnstrumcnに 社製 ⅥsTA‐MPX)

(IcPッ嘘 s)を用いた。和光純薬製金属標準液を用いて、

7元素の混合標準液を調製し、検量線を作成した。

供与して頂いた玄米試料 10kgよ り無作為にlgを採取

し、重さを測定した後、ホウケイ酸ガラス製 llXlmLビ

ーカ中に入れた。そのビーカを家庭用ホットプレー ト

(Nadonal社製 NF‐HG59)を 用いて約 1∞ ℃にて硝酸 (和

光純薬製精密分析用)を 2mlづつ 3回、計 6mLを 加え、

さらに硝酸 4111Lを 加え指示温度 150℃ にて分解を継続

した。褐色の二酸化窒素が発生する激しい反応がおさま

った後、過塩素酸 (60%)(和光純薬製精密分析用)2mL

を添加し、指示温度 210℃でさらに分解した。その後、230

℃にて乾固し、1%塩酸に溶解し、511mLと した後、

ICP■ESで多元素同時定量した。各試料 lg分析を 6点

繰り返し、乾燥重量あたりの平均値および標準偏差を求

めた。玄米の乾重は、常圧 135℃、20時間の通風乾燥

法つで測定した。

なお玄米標準試料 Nadonal instttutc oF Standards&

Tcchnology (NISTl の standard Rcfercncc Matcdal

(SRM)1568a を用いて分析精度を確認し、保証値と良

く一致した結果を得た。

3 試験結果及び考彙
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図 1色素米のca含量  図2色素米の cu含量
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図3色素米の Fc含量  図4色素米の K含量

図5色素米の Mg含量  図6色素米のP含量

図 7色素米の zn含量

図1～ 7よ り、赤米 (紅衣、関東赤211号 、ベニロマン、

西海観243号、西海締 246号 )と紫黒米 (お くのむらさき、

朝紫、関東198号 )に ミネラル含量の明瞭な傾向は見受

けられなかった。色素成分の違いによるミネラル含量の

差はないと考えられる。図1よ り、Ca含量は14年度産に

多い品種は15年度産も多い傾向を示 した。すなわち、品

種の特性が7元素中で最も現れやすい元素といえる。そ

れに対してCuや Fe、 Znの ような微量ミネラルは品種によ

る含量の傾向ははっきりしなかった。このことは占賀 ら

による非色素米ミネラル含量の報告
°と一致 している。

また、図6よ りP含量は品種間、産年間の差が小さいこと

が分かつた。また、Caを 除く6元素で西海襦 243号 は14

年度産と15年度産で大きく異なっていた。

4 まとめ

品種間差異の検定には最低 3年間分を測定・比較する

ことが普通であるため、この2年間分の測定結果が普遍

的な現象であるか判断できない。最低もう 1年分の色素

米の測定が必要である。Mgと P含量は相関が高いと知ら

れているが、図6と 図6を比較するとMgの方が幾分品種間、

産年間の差が大きいことが分かる。2年間分の測定デー

タしかない今[lの結果からだけでは色素米の年次変動は

明確には分からないが、測定対象とした7元素は年次変

動の小さいCa、 Pや変動の大きいCu、 Znな どがあること

が明らかになった。今後、測定を積み重ね7元素の変動

幅等を明らかにしていきたい。
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